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Abstract 


In recent years, the method of gel diffusion in agar has been widely applied for the 
demonstration of specific antigens and antibodies. The purpose of this study is to analyse 
the immun systems in paragonimus infection and to discern the diagnostic value of agar gel 
diffusion tests. 

Using crude extracts of the whole adult worm, metacercaria and ES preparations 
Cexcretions and secretions) of Paragonimus westermanii, agar gel double diffusion and immuno- 
electrophoresis were carried out against sera obtained from 27 experimentally infected 
animals as well as 415 individuals positive for skin test including typical paragonimiasis 
patients. 

The reactions to crude extracts of adult worm were positive in 38.5 per cent of 52 sera 
from human cases showing intense skin reaction over 10 mm of increase of wheal diameter, 
and there was no positive reaction among ten skin test-negative cases. There seems to 
be a good correlation between the intensity of the skin reaction and the Ouchterlony tests. 

Of 65 sera from both of infected animals and patients discharging eggs of the parasite 
in their stool, 55 revealed strong reactions producing the multiple distinct precipitine 
bands against the crude and ES antigens. On the other hand, some strong reactions were 
demonstrated in 19 among 325 sera from individuals who lacked any manifestation such 


長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 業績 第 518 号 


の 


的 手段 方 法 が きわ め て 重視 され て 来 て いる と と は 周知 
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as egg discharge or abnormal X-ray findings except positive skin reaction. 

These test-positive human cases, whether eggs were proved or not, were treated with 
Bithionol. The Ochterlony tests were carried out during and monthly after treatment. In 
most of them, such precipitine bands decreased gradually in the number and disappeared 
within 5 months after treatment. It is, therefore, considered that agar gel precipitine 
reaction is a significant proof of presence of the living worms in the body and valuable in 
evaluation of chemotherapeutic effect on the worms. 

Compared with the crude somatic antigen from adult worm, precipitine bands appeared 
in larger number more frequently in agar gel diffusion slides by ES antigen. The results. 
indicate the advantage of ES antigen in sensitivity. This is probably due to antigenic 
substances other than worm extracts. 

Antigen extracted from metacercaria produced 1 to 4 precipitine lines against all sera. 
from cats taken at 6th month after infection, but it produced less or no reactions against 
the sera from human paragonimiasis. A marked variations in the pattern were demonstrated 
between antigens prepared from adult worm and from metacercaria in agar gel diffusion 
with the animal sera, occasionally partial fusions or crossing of the lines. 

From the results, it may be considered tbat these variations are due to the antigenic 


differences between adult worm and metacercaria, and also they are influenced by the 


stage of infection. 
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緒 
者 に 陽性 反応 と し て 認め られ る と と を 報告 し て いる 


広く 感染 症 の 場合 に その 診断 を は じ め と し て 症状 
発生 機 序 , 予 后 , 治療 効果 の 判定 な どの 面 で 免疫 学 


の 手段 と し て , また 補 体 結合 反応 は 


PRICK So0V.B.Spugic kS EARS Screening 
市 吸虫 現 症 の 診 


通り で ある . に 意義 ある も の と 唱 導 し て いる が , 肺 吸虫 感染 か ら 宿 
寄生 虫 性 疾患 の 場合 も 勿論 その 例外 で は あり 得 な い 主 内 で の 発育 に と も な う 抗 体 産 生 の 推移 や 詳し い 抗 原 


抗体 系 の 分 析 , 更 ( こ その 特異 性 の 検討 及び 生物 学 的 意 


, 寄生 虫 の 構造 や 発育 喝 か らく る 虫 体 抗原 の 複雑 性 

泡 か 寄生 虫 感染 免疫 の 詳し い 実 態 の 究明 や , その 応 義 な ど に 関し て は 未だ 知見 が 少な い . 

に つい て は 猫 と れ か ら の 問題 と し て 残さ れ て いる . 著者 は Oudin (1946), Ouchterlony (1953), 
肪 骸 虫 定 に お いて も 万 納 寺 (1952), 石垣 ら (1954), Grabar (1955) な ど に よっ て 確立 され た ゲル 内 沈降 


反応 お よび 免疫 電気 泳動 を 応用 し て 肺 吸虫 寄生 に よ 
免疫 現象 の 解析 を 企図 し た . 

本 報 に 於 て は 主として 肺 吸虫 虫 体 抽出 粗 抗原 と 飼 
液 を 用 いて 感染 血清 と の 間 に 反 応 を 行ない , その 出 


皮 内 反応 に 関す る も の , 安藤 (1919, 21, 横川 ら 
19560, 高野 (19600 等 の 補 体 結合 反応 の 研究 , ま 
沈降 反応 に 関し て は 万 納 寺 (19520, 石垣 (1954), 


る 
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伊東 (1956), 国枝 (1959) な どの 報告 が ある . いずれ も 
肺 吸虫 の 感染 寄生 に よ っ て 抗体 の 産生 が お と り , 感染 
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i 抗原 
a) 貝 体 抽出 液 
獲 お よび 犬 ヒ ウェ ステ ルマン 和 肺 吸 虫 の メタ セル カリ 


た と 皮 内 反応 , ES, 腹部 レ 線 像 な ど 疾 患 の 段階 と の 
関係 及び 治療 に よる 反応 の 推移 を 観察 し た . 


と 方 法 
ア を 与え 感染 后 6 ヶ月 以上 経過 し た 後に 肺 臓 より 虫 体 


を 摘出 し た . と の 虫 体 を 水 で 十分 洗 光 し た 後 , RRA 
量 の 約 3 倍 の 生理 的 食塩 水 を 加え て Potter の ガラ 
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AREY FAP—-CBHITS. と これ を 0 て 2*C の 
Coolnics mixer T244 EEE HLH 10,000 r. p.m., 
30min. AGL, その 上 清 液 を 0.005M,NaCl 溶 
液 に 対し て 0~ 2°C に て 48 時 間 透 折 す る . 再び 同様 
に 遠心 し て 上 清 液 を 凍結 乾燥 し 保存 し た . 使用 に 際 し 
て 4 て 5 % 濃 度 に 溶解 し た も の を 下 体 抗原 と し て 用 い 
te 

b) HAA 

十分 に 洗 浴 し た 虫 体 を 生理 的 食塩 水 im1 当 り 15 個 体 
DHA CIA 726 0X S1: Ci incubate し た . 
この 飼育 液 を 10,000r.p.m., 30min. で 遠心 し 上 清 
RAM AMHR Li. と の 抗原 は 実験 に際し て 至 適 
選 度 に 濃縮 又は 稀釈 し て 用 いた . 

c) メタ セル カリ プア 抽 出 液 

モク ズ ガ ー ニ (Eriochzir japonicus) より 取り 出し た メ 
タ セ ルカ リア を 目盛 付き 試験 営 に 集め , メタ セル カリ 
ア 容 量 の 約 3 倍 量 の 生理 的 食塩 水 を 加え て 磨 準 し , E 
心して その 上 清 液 を 抗原 と し て 使用 し た . 

IL ae 

肺 吸虫 症 流 行 地 に 於 て 集団 検診 を 行ない , 皮 内 反応 , 
BOR, 血清 学 的 反応 , 胸部 レ 線 撮影 等 で 肺 吸虫 感 
染 を 疑わ せる も の 415 例 と 貝 卵 , 皮 内 反応 と も に 陰性 
で レ 線 所 見 上 か ら の み 感 染 が 疑わ れる も の 10 例 に つい 
て 得 ら れ た 血清 を 用 いた . 猫 患者 の うち 19 名 に つい て 
は Bithionol に よる 治療 后 1 ヶ月 毎 に 6 ヶ月 間 採 血 
を 行なっ た . その 他 実 験 的 感染 動物 の 抗 血清 は 感染 后 
_6 ケ月 目 頃 虫 体 を 摘出 する 直前 に 全 採血 を 行ない , 分 
難し た 血清 を 用 いた . 
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I 皮 内 反応 と 虫 体 抗原 に よる ゲル 内 沈降 反応 

東 体 抽出 液 を 抗原 と し て 肺 吸虫 症 患 者 を 含む V. B.S, 
皮 内 反応 陽 隆 者 415 名 及び V. B. S. 陰性 で レ 線 所 見 の う 
え か ら の み 一 応 肺 吸虫 感染 を 疑わ れ た 者 10 名 の 血清 に 
つい て 寒天 ゲル 内 沈降 反応 を 行 な っ た . その 結果 , 皮 
内 反応 陽 作 で は 64 例 (15.4%) に 陽性 反応 を 認め た が , 
皮 内 反応 疹 性 者 10 名 は 全 例 に 沈降 帯 の 出現 が み ら れ な 
か っ た . (Table 1) 

1) 皮 内 反応 の 強 さ と 沈降 帯出 現 の 関係 

皮 内 反応 の 強 さ を 腫 張 差 が (A) 4 て 5mm, (B) 
6~9mm, CC)10mm 以上 の 3 群 に わけ て 各 群 に 出 
現す る 沈降 帯 の 出 か た を みる と , その 頻度 は A 群 で 
症例 208 例 の うち 16 例 (7.7%), B 群 で 155 例 中 28 例 
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I 寒天 ゲル 内 二 重 拡散 法 及び 免疫 電気 泳動 法 

a) 二 重 拡散 法 (Double diffusion method) 

本 法 の 術 式 は Ouchterlony の 方 法 に 準じ た が 多少 
改良 し た 半 微 量 法 を 適用 し た . 

楽天 ゲル は Difco の Bactoagar 及び Agarose を 
WAL, 0.1% の NaNs を 加え た M/15,pH7.2 の 焼 酸 組 
衝 液 を 使用 し た . ゲル 平板 は 1.5% の 寒天 溶液 を 加熱 
溶解 し , 厚 さ 3mm の も の を 作成 の 後 径 5mm の 抗原 及 
び 抗 血清 を 入れ る 穴 を 切り 取り 相互 の 距離 を 4mm と 
し た . また 抗原 及び 抗 血清 の 量 は 約 0.08ml で , TH 
ら の ゲル 内 反応 は 適当 な 湿度 に 保 た れ た ガラ ス 容 器 内 
に 楽天 平板 を 静 置 し 37?C の 定 温 の も と に 48~72 了 時間 
反応 を 進行 させ た . 

b) 免疫 電気 泳動 法 (Immunoelectrophoresis 

method) 

Grabar 5OJfgik RO Scheidegger の 微量 法 に 準じ , 
10x 8cm の ガラ メス 平板 を 用 いた . ゲル 用 緩衝 液 と し 
て pH7.2, イ オン 強度 C み ): 9.075 の リン 酸 緩 衝 液 を 用 
い , Continuous buffer systm を 適用 し た . 泳動 法 は 
径 Smm の 穴 に 約 0.08m1 の 抗原 を 注入 し 定 電流 40mA 
で 4 時間 30 分 通電 し た 後 抗原 の 穴 よ り 4mm の 距離 に 
泳動 軸 と 平行 に 幅 2mm の 側溝 を 設け て , と れ に 抗 血 
清 を 入れ 37°C の も と に 48 へ 72 時 間 反 応 を 行なわ せ た . 
沈降 帯 像 の 観察 並び 永久 保存 に は 写真 撮影 を 行なう と 
同時 に 楽天 ゲル を 乾燥 し て 透明 な フィ ルム と し た 後 
Amino Black 10B 又 は BPB 梁 色 液 で 染色 し て 保存 し 
な 


成 績 


(18.1940, BIT CHO GREG PERE Gd 52 例 中 20 例 C38.5 
%) の 高 率 に 出現 が み ら れ , 概ね ゲル 反応 の 陽性 率 は 
記 内 反応 の 強 さ に 比例 する と と が 観察 され る . (Table 
2) 

M, 沈降 帯 の 数 に つい て みる と 5 本 以上 出現 し た も 
の が A 群 で は 16 例 中 1 例 も な か っ た が B 群 , C 群 で は 
各々 28 例 中 12 例 (42.9965, 20 例 中 9 例 (45.0%) に 認 
on. 皮 内 反応 の 強い も の 反応 帯 の 数 も 多い . 一 
方 形成 され る 沈降 帯 の 強 さ は 皮 内 反応 の 強 さ や 抗原 抗 
体 反 応 系 の 数 と は 必ず し も ゃ 併行 し て いな い . 

2) 虫 卵 の 有無 と の 関係 

IRSE HOD HWET UAR c OBI AA c ig 
陽性 者 38 例 の うち 32 例 C84.2%) に 沈降 帯 の 出現 を 認め , 


it UD d 症 の % 


Table 1. The positive rate of egg examination 
and agar-gel double diffusion test in 415 
subjects showing positive skin test 


No, of examined 415 


Egg positive cases 38 (9.296) 


* 
Positive D.D. test 64C15.40 ) 


* D.D. test : Agar-gel double diffusion test 


Table 2. Correlation between the intensity of 
skin reaction and agar-gel double diffusion 


test 
Intensity of skin No. of No. of 
reaction examined) positive( % ) 
4 — 5 208 16C 7.7) 
6 — 9 155 28 て 18.1) 
10 一 (mm) | 52 20(38.5) 
Total 415 64(15. 4) 


ゲル 反応 陰性 を 示し た 6 PLUS ALE RAB 4mm 
の 弱 陽 性 で 虫 卵 数 も 約 1gr の 業 便 中 に 1 ~ 2 個 で 極め 
て 少な い 、. 

一 方 虫 卵 陰 隆 で 皮 内 反応 陽性 の 症例 で は 377 例 中 に 
32 例 (8.5%) で 虫 卵 陽性 者 に 極め て 高 率 に 且つ 特異 
的 に 出現 する と と が 観察 きれ る . 然し な が ら 虫 卵 が 除 
性 で も ゲル 反応 が 出る 症例 が 率 は 低く て も 数 多く み ら 
れる と と は 重要 で ある . 

3) 胸部 レ 線 所 見 と の 関係 

虫 卵 と は 関係 な く 胸 部 レ 線 所 見 の うえ か ら 比 較 す る 
と レ 線 有 所 見 者 66 例 の うち 25 例 (37.9%) に 沈降 帯 の 
出現 が み ら れ た が , レ 線 所 見 の な いも の 349 例 で は 59 
例 C11.2%) で その 率 は 低い . 陰影 の 類 種 に つい て みる 
と 輸 状 影 所 有 者 に 75% ( 4 例 中 3 例 ) で 最も 高く , 次 
で 助 膜 病変 の 50% (8 例 中 4 PID, REE 45.596 (30 
例 中 13 例 ), 結節 影 33.3% Co 例 中 3 Hl) の 順 と な っ 
て いる . 古い 病巣 を 直す と 思わ れる 石灰 洗 着 , 索 状 影 
で は 夫々 16.796 (12 例 中 2 例 ), 0% (5 例 中 0 ) で い 
ずれ も 低 率 で あっ た . これ ら の 陽性 反応 を 示し た も の 
の うち 輸 状 影 で は 全 例 に 虫 卵 が 検出 され て いる が , WI 
膜 病変 で は その 大 部 分 に 虫 卵 が 発見 され な い に も か ゝ 
わら ず ゲ ル 内 反応 陽性 率 は 高い . 測 浸潤 影 の 場合 に も 
その 半数 に 虫 卵 が 検出 され た に 過ぎ な い . (Table 3) 
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試み に 肺 吸 虫 症 を 虫 卵 ( キ ) レ 線 所 見 C+) RIRC 
レ 線 所見 て 一 う , BOBCAT C+), m5gC—2Ov 
線 所 見 C〈 一 ) で 皮肉 反応 の み 陽 性 の 4 つの 病 期 に わけ て 
沈降 帯 の 出現 率 を みる と , 前 二 者 の 症状 の も の は 各 
々 85.9%C14 例 中 12 例 ), 83.4% (24 例 中 20 例 ) と 高 率 
T, 一 般 に 虫 卵 陽性 の も の は レ 線 所 見 の 有無 に 関係 な 
く ゲ ル 内 沈降 反応 は 高 率 に 陽性 反応 を 量 する と と が 用 
われ る . 一 方 , 虫 卵 C-) う レ 線 所 見 (+) の も の で は 
2E.0%<52 例 中 13 例 ), LRI (C) レ 線 所 見 (一 ) で 
皮 内 反応 の み 陽 性 の も の は 5.8% (325 例 中 19 例 ) で , 


Table 3 and 4. Agar-gel double diffusion test 
of sera in different clinical stage of the 


infection 
Table3. 
Types of abnormal No. of | Positive 
findings examined i: D. testC % ) 
cdm . ー = 
Infiltrative type | 30 13,43, 35 
Cystic type 4 3:75.05 
Nodular type 9 3733.3) 
Fibrous type | 3 0 
Calcification 12 2016,75 
Pleuritis type 8 4:50.05 
Total | 66 25、37.9) 
Normal cases 「 349 39C11.2) 
Table 4. 
- f à Í No. of Positive 
Manifestation examined |D, D. test% ) 
Positive skin test : | 
Egg’ —)X-RayC—) | 325 | 19¢ 5.8) 
Egg(--2X-Ray(—) | 24 | 20:83, 4) 
Egg( + )X-Ray( +) 14 。 | 1285.7) 
Egg(—)X-Ray(+) | 52 1325, 0) 
Total 415 64015, 4) 
Nagative skin test: | 
Egg +) | 0 0 
Egg(—)X-Ray(+) | 10 | 0 
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いずれ も 低 率 な が ら 明 ら か な 沈降 帯 の 出現 を 認め た . 
然し な が ら 皮 内 反応 , 虫 雅 共に 陰性 の 場合 は 肺 吸虫 症 
を 疑う 胸部 レ 線 所 見 が 得 ら れ た も の で も i0 例 中 1 例 も 
沈降 帯 の 出現 は 認め られ な か っ た . (Table 4) 

肺 吸虫 感染 血清 を 用 いた 究 天 ゲル 内 沈降 反応 で は 糸 
thin, PR, MER KORO BE OO AE time 
は 類 属 叉 応 を 示さ ず , Ai RCH CO ARN 
人 反応 する と と が 確 め られ た . 

IT Bitsionol に よる 治療 経過 と ゲル 内 反応 の 移 推 

11<14 才 の 肺 骸 虫 症 患 者 17 名 と 躍 卵 陰性 で ゲル 内 反 
応 陽 性 者 2 名 に Bithin 30mg/kg を 一 回 量 と し て 隔 
日 15 回 投与 し 治療 を 行なっ た . 虫 卵 の 消失 后 Hx 
1 ケ月 毎 に 抗体 の 推移 を ゲル 内 沈 次 反応 の うえ か ら 追 
究 し た . その 結果 , 治療 后 の 経過 と 共に 沈降 常 が 消失 
し て 行く の が 観察 され た . 即ち 投 楽 終了 后 2 ケ月 目 に 
沈降 帯 の 消失 し た も の が 19 例 中 1 例 (5.9%) 3 て 5 
ケ月 の 間 に 消 失 し た も の が 17 例 中 110C64. 796) CH 
っ た . 然し 6 ケ月 目 も 尚 沈降 帯 の 残存 を 認め た も の が 
5 例 (29.496) で あっ た . Bi, BIE CT VARIG 
坦 性 者 2 名 に つい て も 同様 に 沈降 帯 の 消失 が み ら れ , 
1 例 は 2 ヶ月 目 に 他 の 1 例 は 4 ケ月 目 に 消失 し た .、 と 
の 2 例 の 皮 内 反応 の 強 さ は 肌 岩 差 が 前 者 で 8 mm, f£ 
者 が 12mm で 胸部 レ 線 所 見 は いずれ も 正常 で あっ た . 
(Table 5) 更に と の 経過 を 免疫 電気 泳動 で 検討 する 
と 泳動 帯 の 数 が 次 第 に 減少 し 遂に は 消失 する が , その 
順序 や 残存 する 沈降 帯 像 の 傾向 は 各 血 清 に よ っ て 必ず 
し ゃ 一 定 で は な い . 

即ち ゲル 内 沈降 帯 は 治療 に より 申 卵 が 会 性 化す れ ば 
多く は 5 ケ月 以内 に 消失 する も の が 多い . また 治療 し 
た 貝 卵 陽性 者 17 例 の うち 4 例 に 治療 后 2 て 3 ケ月 目 に 
治療 前 に は み ら れ な か っ た 新しい 泳動 帯 の 出現 が み ら 
れ た と と は 注目 され る . 新 し く 出 現し た 泳動 帯 は い ず 
AVS, 細く 鮮明 で 抗 血清 側近 く 現 われ , それ か ら 2 
3 ケ月 後に は 消失 する 傾向 が 天 わ れる . と の 治療 后 
の 経過 中 に あら われ る 沈降 帯 の 性 状 や その 意義 な どの 
詳細 は 今 后 更に 検討 を 進め て 行き た い . (Fig. 1) 
和 感染 血清 に 対す る 各種 抗原 の 反応 

皮 内 反応 陽性 の 人 血清 75 例 の ほか に 肺 吸虫 を 実験 的 
感染 せしめ た 躍 卵 陽性 の 猫 血清 7 例 , 及び 犬 血清 20 
例 を 加え た 102 の 感染 血清 に 虫 体 , 飼育 液 及 び メ タ セ 
DAI One tonem M ec E 
沈降 反応 を 行なっ た . 

a) 虫 体 抗原 

ゲル 内 二 重 拡散 法 に より 虫 体 抗原 と 感染 


血清 と の 間 
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ae 


(て 反応 を 行なう と 概ね 少な く と も 1 て 4 KOM 
降 帯 の 出現 が み ら れ る . その 数 や 強 さ は 各自 清 に よっ 
て 必ず し も る 同一 で は な い . CHARLES CHAE 
する と 現われ る 反応 帯 の 数 は 更に 増加 し 肺 吸 虫 の 感染 
寄生 に よっ て 多数 の 抗原 ty BUSTO 成立 が S31 
る . X, 焼 酸 緩 笑 液 pH7.2 の 寒天 ゲル 内 で 形成 され 
る 泳動 帯 像 の Pattern は 概ね 全域 に 及ぶ な が, な か で 
も 抗原 の 穴 か ら 陰 極 側 , 即ち Globulin 域 に その 数 
が 最も 多い . (Fig. 2) 
是 体 抗原 を 用 いた ゲル 内 反応 の 陽性 率 を みる と 奥 血 
清 7 例 で は 全 例 (に , 大 血清 で は 20 例 中 16 例 (80.0%), 
更に 虫 誹 陽性 の 人 忠清 で は 38 例 中 32 例 (84.2%) OB 
性 反応 を 呈し た . W, 出現 する 沈降 線 の 数 及び 強 さ を 
比較 する と 一 般 に 負 血 清 が 最も 多い 反応 系 の 成立 を 示 


し た が , 沈降 線 の 強 さ に 於 て は 人 血清 の 場合 と 閉 明 な 
差異 は 認め られ な い . 一 方 犬 血清 を 用 いた 成績 で は 前 


二 者 に 比べ いずれ も 劣る 結果 を 示し た. 即ち 実験 的 に 
多量 に 感染 させ た 動物 で も 猫 と 犬 で は 抗原 抗体 反応 系 
の 成立 に か な り の 相違 が 認め られ る . 

b) 飼育 液 抗原 

飼育 液 抗原 に より 出現 する 沈降 帯 の 強 さ は 同一 対象 
血清 に 対す る 貝 体 抗原 の それ と 著 明 な 差異 は み ら れ な 
い が 反 応 陽性 率 に つい て みる と , 両 抗原 の いずれ か 
或いは 共に 陽性 反応 を 示し た 人 血清 75 例 の うち 躍 体 抗 
原 で は 64 例 (85.596) で あつ た の に 比べ 飼育 液 抗原 で 
は 67 例 (89.3%) で や ゝ 高い . 又 こ の 陽性 を 示し た 各 
症例 の 沈降 線 の 数 に つい て みる と , 2 本 以上 出現 し た 
も の が 前 者 で 64.5% (64 例 中 40 例 ) 後者 で は 74.6% 
(67 例 中 50 例 ) と いずれ も 一 般 に 飼育 液 抗原 に より 著 
明 な 反応 が み ら れ る . (Table 6) 猫 こ の 両 抗原 に 対 
する 反応 は 大 部 分 に 於 て 一 致す る が いずれ か 一 方 の み 
に 反応 帯 の 出現 を 認め た も の は 貝 体 抗 原 で 2 例 , 飼育 
液 抗原 に 5 例 で ある . と の 飼育 液 抗原 に 対し て の み 陽 
i ences d NN 
い . » 旦 卵 が で て いて も ゲル 内 反応 で 面 抗原 共に 沈 
a い 
FILS BIBS 1 ~ 2 個 で 極め て 少な く 然 も その うち 
の 4 例 は 胸部 レ 線 所 見 に も 異常 が な な か っ た . 一 方 猫 及 
び 犬 血清 で は 虫 体 抗原 と 飼育 液 抗 原 に 対す る 反応 陽性 
率 の 差 は み ら れ な か っ た . (Fig. 3) 

c) メタ セル カリ ア 抗 原 

ウエ ステ ルマン 肺 吸 虫 の メタ セル カリ ア 抽 出 液 に よ 
っ て 出現 する 沈降 帯 は 同一 の 感染 称 血 清 に 対し て 虫 体 
抗原 お よび 飼育 液 抗 原 と の 間 に 出 現す る 沈降 線 と は 明 
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Fig. ] and Table 5. Change of precipitine bands following treatment with Bithionol 


Fig. 1 Agar-gel D. D. test; 
(Pa) : The saline extract of P. westermanit adult worm 
CO) : Patients sera befor treatment 
CI2-«4 VO : Serum taken on 1-5 months after treatment 

Immuno-electrophoresis; 

Three examples 
(the upper groove? : Patients sera before treatment 
(the lower groove) : Serum taken on the second month 


Table 5. 
ーー ニー 
| 
Months after E | No. of 
treatment 1 2 3 4 i 6 examined 
No. of dan : | z | 
disappearance á Ih) 9 2C1) 1 | = | 17(2) 
J 
Per cent 0 5.9 47.0 11.7 5.9 | 29.4 


C 2: Egg negative cases before treatment 
* : No. of cases with remaining precipitine bands at 6 months after treatment 


ら か な 交叉 お よび Spur を 形成 し た . 即ち 中 間 宿 主 で を 含む 皮 内 反応 腸 性 の 人 血清 で は 75 例 中 3 例 (4.0% 
発育 し た 幼虫 と 生体 内 で 成長 し た 成虫 ある い は その 分 に 反応 を 認め た に すぎ な い . と の 様 に メタ セル カリ ア 
泌 排 翌 物 と の 間 に は 明らか に 抗原 構成 の 相違 が 麹 わ れ 抗原 は 他 の 2 種 の 抗原 と 比べ て 陽性 反応 を 示す 率 が 低 
る . 尚 メ タ セ ルカ リア 抗原 を 用 いた 反応 常 の 出現 率 は い . 尚 と の 陽性 反応 は きわ め て 明瞭 な 沈降 帯 と し て 認 
実験 約 に 感染 さ し た 獲 血清 7 例 で は 高く 全 例 に 強い 陽 ぬら れる が 一 般 に その 数 は 少な い . (Fig. 4) 
MESE BLD, 犬 血清 20 例 で は 全 例 陰性 で , 患者 
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Table 6. Comparison of numbers of precipitine bands of worm extract and 
E.S. antigen in Ouchterlony test 


-— oe E. S. antigen 
» 7 - ュー Total 5 
No. of 0 1 2 3 = | cases Per cent 
\ bands | 
2 0 6 5 0 0 11 | 147 
> | | | | 
É | | ! 
m 1 | 2 8 13 i 24 32.0 
o 
に 2 0 2 12 5 | 19 25.3 
$i ! 
o [ 
E 8- 0 2 7 12 | 21 28.0 
Total cases 8 17 32 18 75 
Per cent 10.6 22.7 42.7 24.0 
C+) C=) 


Fig. 2 Agar-gel double diffusion reaction and immunoelectrophoresis in 
the sera of paragonimiasis patients 
(Pa) : Saline extract of adult worms of P. w:term » ii 
C12-C5) : Serum of human paragonimiasis 
(6) : Serum of the cat infected with P. wester 17: ii 
(Co) : Normal serum 
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Fig. 3 Precipitine reaction in Ouchterlony test with worm extract 


and E.S. antigen 
Antigen 


(Pa) : Adult worm extract of P. westermanii 
CES) : E.S. antigen (excretions and secretions) 
Anti-serum 
(9)-C14 ) : Human paragonimiasis 
(9)-(11) : Egg negative case 
(12)-c14) : Egg positive case 


Fig. 4 Precipitine reaction in Ouchterlony test with metacercaria 


antigen of P. westermenit 

Antigen 

(Pa) : Saline extract of adult worms 

(ES): E.S, antigen (excretions and secretions» 

(Me): Saline extract of nietacercaria l 
Anti-serum 

(42-,7) : Infected cat 

(8) : Human paragoninmiasis 

(Co) : Normal serum 
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著者 は 肺 吸虫 症 及 び V.B.S. 抗原 に よる 皮 内 反応 陽 
性 者 を 主たる 対象 と し て ゲル 内 沈降 駐 応 を 行ない 幾つ 
か の 知見 を 得 た . 

1) ウエ ステ ルマン 肺 骸 虫 抽 出 液 を 用 いた ゲル 内 沈 


る . 事 ら く 感 染 後 新しい も の , 発育 の 過程 に ある も の , 
或いは 異 所 寄生 の 場合 な ど に は 貝 卵 が 証明 され な く て 
も ゲル 内 反応 が 陽 転化 する 可能 性 が 想像 され る . 従っ 
て 本 反応 は 治療 を 必要 と する 肺 吸 虫 症 現 症 の 有無 の 診 


Kex V.B.S 皮 内 反応 と の 関係 を みる と 皮 内 反応 
陰性 で は 線上 肺 骸 虫 証 類似 の 陰影 が みとめ られ た も 
の で も 総 て 陰性 に 終っ て いる が , 皮 内 反応 陽性 者 で は 
415 名 中 64 名 (15.496). に 沈降 帯 の 出現 が 認め られ た . 
また 皮 内 反応 陽性 者 の ゲル 内 沈降 反応 の で か た は 概ね 
皮 内 反応 の 強 さ と 比例 し , ERE 10mm 以 上 の 強 陽性 
群 で は 38.5% の 高 率 を 示し , し か も 一 般 に 反応 の 強 さ 
も 強く 沈降 線 の 数 も 多い . 

攻 内 反応 陽性 者 の うち 虫 卵 陰性 者 で は 379 例 中 32 例 
(8.5%) の ゲル 内 反応 陽性 率 に と ど ま っ て いる が , m 
邪 が 認め られ た も の で は 838 例 中 32 例 (84.2%) に 陽性 
反応 が 認め られ その 一致 率 が きわ め て 高い . 先 に 横川 
(1955) は 虫 卵 陽 性 者 の 補 体 結合 反応 で 71 名 中 60 名 
(84.5960, 高野 (1960) は 196 名 中 159 名 (81.2%) の 
陽性 率 を あげ て いる が , と の 度 び の ゲル 内 沈降 反応 で 
も 略 々 同様 の 成績 が 得 ら れ た . 又 レ 線 所 見 の 有無 の 面 
か ら ゲ ル 財 反応 の 陽性 率 を みる と 窒 所 見 辞 (25. 096) 
が 無 所 見 群 (11.196) に 比べ て その 率 が 高い . 然し な 
が ら 虫 卵 も る 肺 吸虫 症 を 思わ せる レ 線 所 見 も な く , MER 
内 反応 の み が 陽 性 の 325 例 の うち 19 例 (5.896) に 明 ら 
か な 沈降 帯 の 出現 が み ら れ た . 

2) 虫 卵 腸 性 者 17 名 を 対象 と し て Bithionol ick 
る 治療 (30mg/kg, 15 回 投与 ) を 行なう と 虫 卵 消失 后 
3 ン 5 ケ ケ月 目 に その 大 部 分 (12 例 ) に 沈降 帯 の 消失 が 
み ら れ 反応 が 陰性 化す る 事実 が 観察 され た . BRIT BB, 
レ 線 所 見 の な い ゲ ル 内 反応 陽性 者 2 名 で も Bithionol 
の 投与 に よっ て 同様 の 経過 で 反応 が 陰性 化す る と と が 
確証 され た , 同様 の こと を 高野 (1960) SAHRA 
応 を 指標 と し て 追 宛 し て いる が 治療 に よっ て 抗体 価 が 
順次 低下 し 治療 后 5 ケ月 迄 に 35% が 陰性 化し た と と を 
報告 し て いる . 皮 内 反応 は 虫 体 の 生死 と 関係 な く 長 く 
腸 性 反応 を 持続 し 過去 に お ける 感染 も 併せ 表現 する 様 
に 思わ れる が , ゲル 内 沈降 反応 は 治療 に より 貝 体 が 死 
滅 す れ ば すみ や か に 陰性 化し , 明らか に 本 陽性 反応 は 
生き た 躍 体 の 存在 を 示す 公算 が 大 きい . 

殊 に 虫 卵 も レ 線 所 見 に も 異常 の な いも の の 中 に も を 陣 
性 反応 を 示す も の が 数 に 於 て は 少な か ら ず 存在 し , し 
か も 治療 に より 陰性 化す る 点 は きわ め て 重要 と 思わ れ 


定 に , 又 治 療 効 果 の 判定 に 大 き な 役 割 を 果 し 得 る も の 
と 考え る . 

免疫 電気 泳動 法 に て 治療 経過 と の 関係 を 詳し くみ て 
いく と 4 例 に 治療 前 に は な か っ た 新しい 洗 降 帯 の 出現 
が 治療 后 2 ケ月 目 に 認め られ た . と の と と は 忠 体 の 死 
犬 吸 収 に よっ て 新しく 抗原 抗体 系 が 形成 され た も の か 
或いは 虫 体 の 生存 中 は 生体 内 で 抗原 抗体 複合 体 と し て 
平衡 状態 に あっ た も の が 平衡 が 崩れ た 現象 と し て 現 わ 
れ た も の か 想像 の 域 を 出 な い が 興 味 ある 問題 で ある . 
今後 こう し た 益 動 帯 の 現象 に つい て 詳し く 追 完 し た い 
考え で ある . 

3 ) 次 に 抗原 と し て 飼育 液 を 用 いた 反応 を みる と 患 
者 及び 感染 動物 の 血清 と の 間 の 沈降 線 の 出現 率 は 人 の 
抗原 に 比 し て 最も 高く , 然 も 飼育 液 の み に 陽 性 を 示し 
た も の が 5 例 認め られ た . 双 洗 降 線 の 数 に 於 て も 同様 
の 結果 が 得 ら れ た . と の と と か ら 考 える と 肺 吸虫 寄生 
と 際 し て の 抗体 産生 に は 虫 体 の 分 泌 , 排 湯 物 が より 大 
きい 役割 を 果して いる と と が 想像 で きる 。 人 飼育 液 お よ 
び 貝 体 抗 原 の 場合 に は 動物 , 患者 の 別 な く 強 い 反応 を 
示す が , X ARNI Y TRECHU TBBMC 
降 淀 の 出現 を みた も の は 極め て 少な く , 明瞭 で は ある 
が 強 さ は 時 く 数 も 一 般 に 少な い . と れ に 反し て 感染 后 
5 ン 6 ケ ケ月 目 の 獲 血 清 で は 全 血 清 に きわ め て 強い 沈降 
帯 が 出現 し , し か も 同一 指 天 平板 上 で 飼育 液 , 虫 体 抗 
原 に 対し て 出現 する 沈降 線 と は 明 藤 に 交叉 し , 明らか 
(に メタ セル カリ ア 拡 京 は 他 の 2 種 抗原 と は 異な っ た 抗 
原 抗体 系 の 存在 を 示し て いる . 横川 ら (1955) も 患者 
に 行なっ 皮 内 反応 の 成績 か ら 虫 体 , 飼育 液 抗原 に 比 し 
て メタ セル カリ ア 抗 原 は 活性 の 劣る こと を 報告 し て い 
る . 著者 の 実験 に 用 いた 猫 , 犬 と 患者 と は メタ セル カ 
リア 感染 の 濃度 に 於 て 格段 の 差 が ある と と は 事実 で あ 
る が メタ セル カリ ア 抗 原 に よる 反応 が メタ セル カリ ア 
投与 か ら 間 も な い 動 物 血 清 に 高 率 に , し か も 強く 反応 
し , 申 裏 腫 を 形成 し た 恐らく 実験 動物 に 比べ て 感染 后 
日 時 の 古い 患者 血清 で は 反応 し 難い と と が 想像 され る . 
X, 沈降 帯 の 性 状 か ら み て も メタ セル カリ ア は 貝 体 抗 
原 や 飼育 液 と は 抗原 活性 を 示す 構成 物質 差異 が あり , _ 
虫 体 発育 の 段階 に より 抗原 抗体 系 に 所 調 Stage speci- 


ii 吸 dm x の 


ficity DRET 2 Hetta Apn. 従っ て Meta- 
cercaria に 特有 な 反応 系 が 肺 吸虫 感染 の 早期 診 断 と 


摘 


Ne nuc 
寒天 ゲル 内 二 重 拡 散 法 及び 免疫 電気 泳動 法 を 手段 
て 観察 を 行い 次 の 結果 を 得 た . 

1) 肺 骸 虫 感染 者 血清 を 用 いて の ゲル 内 沈降 反応 は 
特異 的 に 陽性 反応 を 是 し , その 反応 の 出 方 は 皮 内 反応 
の 強 さ に 概ね 比例 する . 

2 ) 虫 卵 陽性 者 は 胸部 レ 線 所 見 の 有無 に 関係 な く 高 
率 に 陽性 友 応 を 呈し , 一 方 皮 内 反応 の み 陽 性 の も の に 
も 低 率 な が ら 特 異 的 沈降 線 の 出現 を 認め た . 

3 ) ゲル 内 反応 陽性 者 の レ 線 陰影 の 種類 を みる と 輸 
状 彰 が 最も 高 率 で , 次 で 助 膜 病変 , 浸潤 影 , 結節 影 の 


順 で あっ た . 古い 病巣 を 示す と 思わ れる 石 沈 着 , de 
状 影 は 極め て 低 率 で あっ た . 
4) 肺 吸 虫 症 患者 を Bithiono1 (こより 治療 を 行 な 
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ZL, ゲル 内 沈降 反応 に 於 て 投薬 終了 后 , 概ね 3 ~5 
ヶ月 目 に 沈降 帯 の 消失 が 観察 され た . WE. ROBE PET 
ゲル 内 反応 陽性 を 示し た 2 例 に 於 て も 同様 の 現象 が み 
られ た . 
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原 に こ は 他 の 2 種 抗原 と は 異な る 極め て 特異 的 な 抗原 抗 
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